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【操作手順】 

    (1) 5ml チューブに 1.5×CTAB 抽出バッファー 0.8ml 分注する 

    (2) イネ葉 0.3g を破砕し、5ml チューブに入れ、転倒混和する 

    (3) インキュベート（室温、10 分）する 

    (4) クロロホルムを 0.8ml 加え、良く混ぜる  

    (5) インキュベート（室温、30 分）する 

    (6) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

    (7) 上層を新しい 5ml チューブに移す 

(8) 沈殿バッファーを 0.8ml 加え、ピペッティングで混和する 

(9) インキュベート（55℃、30 分）する 

     (10) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

      (11) 沈殿（上清を完全に除く） 

(12)  1M NaCl-TE を 0.8ml 加え、再懸濁する 

      (13) インキュベート（55℃、2 時間）する 

      (14) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

(15) 上清約 0.8ml を新しい 5ml チューブに移す 

    (16) イソプロパノールを 0.8ml 加え、良く混ぜる 

    (17) 遠心（10,000×g、10 分、20℃）する 

     (18) 沈殿（上清を除く） 

(19) 70% EtOH を 1.5ml 加える 

(20) 遠心（10,000×g、5 分、20℃）する 

    (21) 沈殿（上清を除く） 

(22) 遠心（10,000×g、2 分、20℃）する 

(23) ピペットマンで上清を完全に除去し、乾燥させる 

    (24) TE バッファーを 100μl 分注し、Vortex で完全に溶解する 

    (25) 1.5ml チューブに移し、冷凍保存 
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約 3.5 倍のゲノム DNA 抽出が可能！ 
（ｽﾓｰﾙｽｹｰﾙ（1.5ml ﾏｲｸﾛﾁｭｰﾌﾞ）との対比） 



 

【結果】 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【装置】 

遠心機 ： CF16RXⅡ形微量高速遠心機 

   ロータ ： T15A45 形アングルロータ（12 本架け） 

   使用チューブ ： 5ml サンプリングチューブ（BIO-BIK、商品 No.ST-500） 

   抽出法 ： CTAB 法 

   参考文献：M.G.Murray and W.F.Thompson (1980) Rapid isolation of high molecular weight plant DNA, 

             Nucleic Acids Res. 8:4321-4325. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     ロータカバ(オプション)によりバイオセーフティ対応 

 

 

抽出したゲノム DNA の電気泳動写真 

（0.7% Agarose in 1×TAE バッファー）

0.3g のイネ葉から平均 20μg の

ゲノム DNA が抽出された 

5ml ﾁｭｰﾌﾞ 1.5ml ﾁｭｰﾌﾞ
T15A45形アングルロータ


